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＜授業中のやり取り＞ 
 

 先生：ものさしと分度器で正多角形をかけたよね。 

    正十二角形もかけますか？ 

 児童：難しい。 めんどくさい。 大変そう！ 

 先生：では、先生はコンピュータで正十二角形をかいてみるよ。 

    [正十二角形を表示する。] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 児童：どうやるの？ すご～い！ 

 先生：じゃあ、みんなもコンピュータで正多角形をかいてみよう！ 

本時のねらい（２時間扱い） 
 

 正多角形の意味をもとに、プログラミングを用い

て作図することを通して、正多角形をかく方法を考

えることができる。 

学習指導案、ワークシート及びScratchのプログラムは、栃木

県総合教育センターWebサイトからダウンロードできます。 

 http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/cyosa/       

     cyosakenkyu/h30_programming/ 

 「辺の長さが全て等しい」「角の大きさが全て等しい」という正多角形の

意味をもとにして、ものさしと分度器だけを使って正多角形をかく。 

本時（授業）の流れ 

 算数科において、プログラミングを体験しながら論理的思考力を身に付けるための活動を

行う場合には、算数科の目標を踏まえ、数学的な思考力、判断力、表現力等を育成する活動の

中で行います。 

 ここで紹介するのは、第５学年の「Ｂ図形」の（１）における正多角形の作図を行う授業です。

正確な繰り返し作業を行ったり、作業の一部を変えたりするプログラミングを用いて作図する

ことを通して、論理的思考力を身に付けていくことを目指します。 

４．プログラミングを用いて正多角形をかいてみよう（第５学年算数科） 

ワークシート① 

 手でかかせることで、角の 

多い正多角形を正確にかくの 

は難しいことを実感させます。 

 プログラミングを用いて、正十

二角形をかく様子を見せること

で、興味・関心を持たせるととも

に、正確にはやくかける コン

ピュータのよさも気付かせます。 

 プログラミングを用いてかかれた正十二角形を確認する。 

みんな、正六角形を手で

かいたから、正十二角形

をかく難しさが分かるね 

＜実行結果(正十二角形)＞ 

やって 

みた～い！ どうやったら、 

自分でもコン

ピュータでかけ

るのかな？ 

角が多いと、時間が

かかるし、辺の長さ

が合わないところ

があるわ 

詳細は学習指導案

に載っているよ 

必ず見てね！ 
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 プログラムの命令を理解しながら、正方形をかく。  「○歩動かす」「○度回す」の命令によって、

矢印がどのように動き、作図されていくか

ということを確認させます。 

わあ！こんなに簡単に

つくれるんだ！ 

 コンピュータは繰り返しの命令が得意です。

繰り返しの命令を用いると、プログラムが

簡単につくれることを確認させます。 

そうか！ 

「200歩動かす」・「90度回す」、

「200歩動かす」・「90度回す」と

順番に命令すれば、簡単に正確

な正方形をかくことができるん

だね！ 

この赤い矢印 

の向きをみて、 

何度回ったか分かるかな？ 

さっき、200歩動かしたから、それと同じ！ 

同じことを４回繰り返す所が

あるわ！ 

同じことの繰り返しなら、

繰り返し命令もあるよ 

90度です！「○度回す」に入れた

数字だけ回るんですね 

２辺目をかくために、何歩

動かしたらよいかな？ 

２００歩！ 

どうして？ 

 プログラミングを用いて、正方形が正確に作図できることを確認させます。線を引く命令や、矢印を回す

命令を、どのような順序で組み合わせればよいのかを考え(プログラミング的思考)させます。また、繰り返し

の部分があることにも気付かせます。 

ワークシート② p.2 

ワークシート② p.1 
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 この授業では、正多角形を正確にかくためには、どのようにプログラムを修正していけばよいかを、

子ども同士で試行錯誤しながら見いだしていきます。この過程の中で、子どもたちは数学的な見方・

考え方を働かせることになり、深い学びにつながっていきます。 

正三角形や正六角形では、何度

回せばいいかわかるかな？ 

正三角形は60度で3回繰り返すと… 

あれ？正三角形をかこうとしたら、

正六角形の半分がかけちゃったわ 

なぜ、正三角形では120度、正六角形で

は60度回すのか、また、それらの角は

正三角形や正六角形に対してどの部分

の角度なのかグループで確認しよう 

よし！もっと他の正多

角形をかいてみよう！ 

 

＜実行結果(正三角形の誤答例)＞ 

プログラムってすごいね！入れる数字

や命令する順序が大切なのね！ 

分かったわ！ 

回す角度は１８０度か

ら１つの角の大きさ

を引けばいいのね 

どのようにしたら正

三角形と正六角形が

かけるか、いろいろ

試しながらグループ

で話し合おう 

 回す角度を何度にするのかをグループで考えさせま

す。回す角度は、180度から正多角形の1つの角の大き

さを引けばよいことに気付かせ、全体で共有します。 

矢印の向きが関係しているのかも

しれないね 

角の外側の部分だけ、回せばいい

んじゃない？ 

 

正三角形は回す角度が１２０度で3回、

正六角形は６０度で6回繰り返せばい

いね！でも、どうしてなんだろう？ 

 ＜実行結果(正三百六十角形)＞ 

 正三角形、正六角形をかく。 

 正五角形、他の正多角形をかく。 

ワークシート② p.3 

ワークシート② p.4 

正六角形は120度で6回繰り返すと… 

正三角形が2回かけちゃった！ 

どこを直せばいいのかな？ 

 グループ内で、正三角形と正六角形の作図に

それぞれ取り組ませ、試行錯誤させます。 
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